
は じ め に

総括班で は、毎年一度、 シンポ ジウムを行 うことにな り、初年度 には 「文明の地

域性」 と題 して、平成6年3月2日 および3日 の両 日にわたって、東京大学山上会

館 において、各 クラスターを代表 して6名 の報告者か ら話題提供 を して頂いた。議

論 された内容は広 い幅にわたり、問題領域の大 きさを示す と同時に、それ らを結ぶ

共通性の内在が確認された。

平成6年 度 には、焦点を生態環境 に絞 って、 「地域 と生態環境」 とい うテ ーマを

設定 し、 このテーマを本来の計画班 テーマ とす るAO1班(研 究代表者:荻 野和彦)

と 「地域発展 の固有論理」を担 当す るAO3班(研 究代表者:原 洋之介)の 共同作業

によって、全体の構成が検討 された。 シンポジウムは、平成7年3月2日 と3日 に

わたって、前年 と同 じように東京大学山上会館で開催された。

ここに掲載す るのは、その時の記録であ る。それぞれの分野で、総合的地域研 究

へのアプ ローチをめ ぐって真剣な検討が行 なわれて いることが、 この記録 に も明確

に現れている。専門領域 を超えたところにまで議論が発展す ることが、 この重点領

域研究の 目標の一 つであ るが、その 目的を意識 しなが ら報告 と検討が行なわれた。

関係者 に感謝の意 を表す るとともに、今後 ますます研究が進展す ることを念 じる次

第である。
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